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要約 

・ 左室補助人工心臓 （Left Ventricular Assist Device：LVAD）患者の

セルフケアには、システムおよびドライブインのケア、健康的なライ

フスタイルの維持、そして治療遵守などが含まれる。 

・ 適切なセルフケアに対するCOVID-19パンデミックの脅威は、疾患

自体の発生のみならず、社会的制約、交通手段の制約、社会的

距離、薬剤や消耗品へのアクセス困難、そして心理社会的ストレス

などにも関連する。 

・ COVID-19パンデミックでは、健康的な食事の不足、身体活動の不

足、服薬アドヒアランスの低下、そして社会的サポートの減少など

により、セルフケア行動が複雑化する可能性がある。 

・ LVAD患者の身体活動を促進する解決策として、テレリハビリテー

ションセッション、テレビゲーム運動、そして理学療法士による 

LVAD患者グループに対するビデオ指示などがある。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 生存および生活の質が、より専門的医療に依存しているLVAD 患

者に対する遠隔心臓リハビリの重要性について示されている。 


